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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フィルタ部またはたばこ部（４）の搬送または供給用のドラム（２１；６２）であって、
前記ドラム（２１；６２）が、
第一回転軸（２３）のまわりを回転するように搭載された中心体（２２）と、
前記中心体（２２）に対して、前記第一回転軸（２３）に平行な第二回転軸（２５）のま
わりを回転するように、前記中心体（２２）に取り付けられ、Ｕ字型の断面を有し、少な
くとも１つのフィルタ部もしくはたばこ部（４）を係合するための少なくとも１つの座部
（２７）を有するピックアップヘッドまたは供給ヘッド（２６；６３）を支持する複数の
可動アセンブリ（２４）と、
前記第一回転軸（２３）のまわりの前記中心体（２２）の角度位置に応じて、前記第二回
転軸（２５）のまわりのそれぞれの可動アセンブリ（２４）の角度位置を制御する作動シ
ステム（３３）とを備え、
前記ドラム（２１；６２）において、
それぞれの可動アセンブリ（２４）が、前記中心体（２２）の円筒状の側壁から放射状に
突出し、
前記作動システム（３３）が、前記中心体（２２）が１回回転するうちに前記可動アセン
ブリ（２４）によって移動される円形路のうちのアクティブ部（Ｐ１）に沿って、それぞ
れの可動アセンブリ（２４）の前記座部（２７）を作業面に対し平行に保つように、前記
中心体（２２）の回転と反対方向にだけそれぞれの可動アセンブリを回転させ、
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前記作動システム（３３）が、前記円形路の、アクティブ部（Ｐ１）を補う部分であるパ
ッシブ部（Ｐ２）の少なくとも一部に沿って、前記中心体（２２）の回転と同方向に、そ
れぞれの可動アセンブリ（２４）を回転させることを特徴とするドラム（２１；６２）。
【請求項２】
前記作動システム（３３）が、
前記第一回転軸（２３）のまわりに延びた少なくとも１つの固定カム（３４）と、
それぞれの可動アセンブリ（２４）について、前記可動アセンブリ（２４）に機械的に接
続されたカムフォロワ（３５）とを備えていることを特徴とする請求項１記載のドラム（
２１；６２）。
【請求項３】
前記作動システム（３３）が、
前記第一回転軸（２３）のまわりに延びている２つの固定カム（３４）と、
それぞれの可動アセンブリ（２４）について、前記可動アセンブリ（２４）に機械的に接
続された２つのカムフォロワ（３５）とを備えていることを特徴とする請求項２記載のド
ラム（２１；６２）。
【請求項４】
それぞれの可動アセンブリ（２４）について、前記作動システム（３３）が、
対応する前記カムフォロワ（３５）と角度的に一体となっている内側セクターギア（３７
）と、
前記可動アセンブリ（２４）と角度的に一体となっており、前記内側セクターギア（３７
）と噛み合う外側セクターギア（３８）とを備えていることを特徴とする請求項２または
３記載のドラム（２１；６２）。
【請求項５】
それぞれの可動アセンブリ（２４）について、前記中心体（２２）が、前記可動アセンブ
リ（２４）が回転のために据え付けられた放射状突起（３９）を備えていることを特徴と
する請求項１～４のいずれか１項に記載のドラム（２１；６２）。
【請求項６】
それぞれの可動アセンブリ（２４）が、
対応する前記放射状突起（３９）に回転のために据え付けられたシャフト（４０）と、
それぞれが角度的に前記シャフト（４０）と一体となる２つの対向する脚部（４２）と、
前記２つの脚部（４２）を接続し、前記ピックアップヘッドまたは供給ヘッド（２６；６
３）を支持する横材（４３）とを有するＵ字型の支持ブラケット（４１）と
を備えることを特徴とする請求項５記載のドラム（２１；６２）。
【請求項７】
それぞれの座部（２７）が吸引座部であり、それぞれの可動アセンブリ（２４）が、吸引
管（４６）を備え、前記吸引管（４６）が、その一端において前記支持ブラケット（４１
）の脚部（４２）と一体となっており、他端において前記中心体（２２）に取り付けられ
た可動リング（５０）に接続する回転継手を有することを特徴とする請求項６記載のドラ
ム（２１；６２）。
【請求項８】
それぞれのピックアップヘッドまたは供給ヘッド（２６；６３）が、Ｌ字型をしており、
前記支持ブラケット（４１）の前記横材（４３）に固定された第一壁（４４）と、前記第
一壁（４４）に垂直で、前記座部（２７）を支持する第二壁（４５）とを有することを特
徴とする請求項６または７記載のドラム（２１；６２）。
【請求項９】
それぞれの座部（２７）が吸引座部であり、吸引システム（４９）がそれぞれの座部（２
７）に吸引力を加えるように設けられ、
前記吸引システム（４９）が、可動リング（５０）および固定リング（５５）を備え、
前記可動リング（５０）が、前記中心体（２２）に取り付けられ、それぞれの可動アセン
ブリ（２４）用に、内部に、別の可動アセンブリ（２４）の可動チャンバ（５１）から孤
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立した可動チャンバ（５１）を有し、一方の側に、対応する前記可動アセンブリ（２４）
の前記吸引座部（２７）に接続された内側開口部（５２）および反対の側に外側開口部（
５３）を有し、
前記固定リング（５５）が、前記可動リング（５０）と並んで固定された位置で同軸に配
置され、前記可動リング（５０）との滑り接触をし、吸引源に接続可能で、前記対応する
可動アセンブリ（２４）が前記円形路の前記アクティブ部（Ｐ１）に沿って配置されてい
るときにだけ、それぞれの可動チャンバ（５１）の前記外側開口部（５３）と連通する円
弧状の内側開口部（５７）を有している固定吸入チャンバ（５６）を内部に有しているこ
とを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載のドラム（２１；６２）。
【請求項１０】
前記固定リング（５５）が固定リリースチャンバ（６６）を有し、
前記固定リリースチャンバ（６６）が、前記固定吸入チャンバ（５６）を補い、外側また
は圧縮源と接続可能であり、前記対応する可動アセンブリ（２４）が前記円形路の前記パ
ッシブ部（Ｐ２）に沿って配置されているときにそれぞれの可動チャンバ（５１）の前記
外側開口部（５３）と連通する円弧状の内側開口部（５７）を有していることを特徴とす
る請求項９記載のドラム（２１；６２）。
【請求項１１】
前記固定リング（５５）が、前記可動リング（５０）に対してスライドし、前記内側開口
部（５７）の径方向に反対側に配置されている２つの環状シール（５８）に取り付けられ
ていることを特徴とする請求項９または１０記載のドラム（２１；６２）。
【請求項１２】
それぞれの可動アセンブリ（２４）が、吸引管（４６）を備え、前記吸引管（４６）が、
その一端において前記可動アセンブリ（２４）と一体となっており、他端で前記可動リン
グ（５０）に接続する回転継手を有することを特徴とする請求項９～１１のいずれか１項
に記載のドラム（２１；６２）。
【請求項１３】
前記ドラム（２１；６２）が搬送ドラム（２１）であり、
それぞれの可動アセンブリ（２４）の前記座部（２７）が、前記円形路の前記アクティブ
部（Ｐ１）に沿って少なくとも１つのフィルタ部またはたばこ部（４）を搬送することを
特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載のドラム（２１；６２）。
【請求項１４】
前記ドラム（２１；６２）が供給ドラム（６２）であり、
それぞれの可動アセンブリ（２４）の前記座部（２７）が、フィルタ部またはたばこ部（
４）を横方向に切断するとき、前記円形路の前記アクティブ部（Ｐ１）の少なくとも１つ
の部分に沿って少なくとも１つのフィルタ部またはたばこ部（４）を供給することを特徴
とする請求項１～１２のいずれか１項に記載のドラム（２１；６２）。
【請求項１５】
たばこの結合フィルター（２）を製造する製造装置（１）であって、
前記製造装置（１）が、
軸方向に並び、端部と端部が接触した少なくとも２つの異なるフィルタ部（４）を備える
フィルタ部（４）の組（３）を形成するための結合ユニット（６）と、
前記結合ユニット（６）からフィルタ部（４）の一連の組（３）を受け取り、連続フィル
タロッドを形成するために、前記フィルタ部（４）の一連の組（３）のまわりに包装材の
ストリップ（８）を包装し、前記連続フィルタロッドから周期的に横方向に前記結合フィ
ルタ（２）を切り分ける包装ユニット（７）と、
フィルタ部（４）の前記組（３）が横方向に移動する前記結合ユニット（６）から、フィ
ルタ部（４）の前記組（３）が軸方向に移動する前記包装ユニット（７）にフィルタ部（
４）の前記組（３）を搬送する搬送ユニット（９）であって、前記搬送ユニット（９）が
、複数の吸引ピックアップヘッド（２６）により前記包装ユニット（７）の形成ビーム（
２０）にフィルタ部（４）の前記組（３）を連続的に供給する搬送ドラム（２１）と、フ
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ィルタ部（４）の前記組（３）を前記搬送ドラム（２１）に連続的に放つ少なくとも１つ
のリリースドラム（２８）とを備えている搬送ユニット（９）とを備え、
前記搬送ドラム（２１）が請求項１～１２のいずれか１項に記載されたものであることを
特徴とする製造装置（１）。
【請求項１６】
前記搬送ユニット（９）が、
フィルタ部（４）のそれぞれの組（３）を前記搬送ドラム（２１）に搬送する、隣り合わ
せで平行の２つのリリースドラム（２８）と、
前記結合ユニット（６）からのフィルタ部（４）の組（３）の１つの流れを、前記２つの
リリースドラム（２８）に供給するために、フィルタ部（４）の組（３）の２つの対称的
な流れに分割する分割アセンブリ（３１）とを備えていることを特徴とする請求項１５記
載の製造装置（１）。
【請求項１７】
前記分割アセンブリ（３１）が、
フィルタ部（４）の１つの流れを前記結合ユニット（６）から受け取り、フィルタ部（４
）の第一の流れを第一分割ドラム（３２ａ）の上方に配置される第一リリースドラム（２
８ａ）に供給する第一分割ドラム（３２ａ）と、
フィルタ部（４）の第二の流れを前記第一分割ドラム（３２ａ）から受け取り、フィルタ
部（４）の前記第二の流れを第二分割ドラム（３２ｂ）の上方に配置される第二リリース
ドラム（２８ｂ）に供給する第二分割ドラム（３２ｂ）とを備えていることを特徴とする
請求項１６記載の製造装置（１）。
【請求項１８】
少なくとも１つの連続ロッドを横方向に一連のフィルタ部またはたばこ部に切り分ける切
断アセンブリ（５９）であって、
前記切断アセンブリ（５９）が、
中央回転軸のまわりを回転し、少なくとも１つの放射状刃（６１）を有している切断ドラ
ム（６０）と、
少なくとも１つのブレードガイドシート（２７）を支持し、連続ロッドとともにそして連
続ロッドを取り囲んで、所定の距離を進み、切断工程中に前記切断ドラム（６０）の前記
刃（６１）が通って移動する横断方向の貫通スリット（６４）を有している複数の供給ヘ
ッド（６３）を備える供給ドラム（６２）とを備え、
前記供給ドラム（６２）が請求項１～１２のいずれか１項に記載されたものであることを
特徴とする切断アセンブリ（５９）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルタ部またはたばこ部の搬送ドラムまたは供給ドラムに関連する。
【０００２】
　本発明は、結合フィルタ製造装置におけるフィルタ用搬送ドラムに活かされ、そして以
下の説明は単に例として言及される。
【背景技術】
【０００３】
　たばこの結合フィルタの製造装置は、結合ユニット、包装ユニットおよび搬送ユニット
を備えている。結合ユニットはフィルタ部の組を形成し、そのフィルタ部の組は、軸方向
に並び、端部と端部が接触した少なくとも２つの異なるフィルタ部を備えている。包装ユ
ニットは、結合ユニットからフィルタ部の一連の組を受け取り、連続フィルタロッドを形
成するように包装材のストリップをフィルタ部の一連の組の周りに包装し、連続フィルタ
ロッドを横方向に周期的に切断することにより連続フィルタロッドから結合フィルタを切
り分ける。搬送ユニットは、結合ユニットから包装ユニットにフィルタ部の組を搬送する
。結合ユニット内では、フィルタ部の組が横方向に（すなわち、組の軸に垂直に）移動し
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、包装ユニット内では、フィルタ部の組は軸方向に（すなわち、組の軸に平行に）移動す
る。言い換えれば、搬送ユニットは、横方向に進んでいる組を受け取り、軸方向に進むよ
う組を送り出すことにより、フィルタ部の組が移動する搬路を変更する。
【０００４】
　公知の搬送ユニットは、結合ユニットからフィルタ部の組を受け取る少なくとも１つの
リリースドラム、およびリリースドラムからフィルタ部の組を移動させ、包装ユニットの
成形ビームに連続的に供給する搬送ドラムを備えている。公知の搬送ユニットでは、搬送
ドラムは「スパイダ」型であり、すなわち複数の吸引ピックアップヘッドを有している。
そして、ヘッドは、ヘッドがそれぞれ常時平行になるよう回転の中心軸のまわりを回転し
、軸方向に、すなわち壁端から、突き出た搬送ドラムの支持アームに嵌合されている。
【０００５】
　品質を改善すると同時に生産量（すなわち、単位時間当たりに生産されたアイテム数）
を増加させるため、「２ライン（twin-line）」の包装ユニット、すなわち２本の平行溝
を備えた水平成形ビームを有する包装ユニットが提案されてきた。それぞれの平行溝にお
いては、フィルタ部の連続する一連の組のまわりに包装材のストリップが包装される。こ
の場合、搬送ユニットは、２つのリリースドラムおよび搬送ドラムを備えている。リリー
スドラムは、フィルタ部の組を結合ユニットから２つの流れに分割する。また、搬送ドラ
ムは「一対」の吸引座部を有している。それぞれの吸引座部は、２つのリリースドラムか
らフィルタ部の２つの組を同時に移動させ、包装ユニットの成形ビームに同時に供給する
。この手の搬送ユニットの例は、特許文献１および特許文献２に記述されている。
【０００６】
　しかし、２つのリリースドラムを有する搬送ユニットにおいて、リリースドラムの必然
的な大きさを理由に、「スパイダ」型の搬送ドラムを導入することは重大な問題を提起す
ることになる。つまり、リリースドラムから相当離れた位置に搬送ドラムを配置しなけれ
ばならず、吸引ピックアップヘッドを支持するために搬送ドラムから軸方向に突き出した
支持アームは実質的にＺ字型をし、さらに重要なことに、きわめて長くなってしまう。こ
のことは、搬送ドラムが回転しているとき、吸引ピックアップヘッドを正確に配置するこ
とを難しくする。さらに、搬送ドラムが回転する時、吸引ピックアップヘッドがわずかに
振動し、位置ずれする傾向にある。そして、支持アームの長さと形のために、長く「曲が
った」軌道、ならびに、それゆえのそれぞれのピックアップヘッドの空気圧回路における
重大な負荷の損失および空気圧慣性を理由に、ピックアップヘッドの吸引が十分に効果的
でなくなってしまう。（すなわち、空気圧回路の始点における駆動／駆動停止される吸引
と、対応するピックアップヘッドにおける駆動／駆動停止される吸引の間に相当の時間差
が存在する。）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１７８７５３４号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第２１４５５５２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、前記欠点を除外するために設計され、そして安価および簡便に製造で
きる、フィルタ部またはたばこ部の搬送ドラムまたは供給ドラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明によると、添付の特許請求の範囲に記載されているように、フィルタ部またはた
ばこ部の搬送ドラムまたは供給ドラムが提供される。
【００１０】
　添付図面を参照しながら、本発明の多くの限定されない実施形態を例として以下で説明
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する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に従ってなされたフィルタ部搬送ドラムを特徴とするたばこ結合フィルタ
製造装置の全体概略斜視図である。
【図２】フィルタ部搬送ドラムを特徴とする図１の製造装置の搬送ユニットの概略側面図
である。
【図３】図２におけるフィルタ部搬送ドラムの概略斜視図である。
【図４】見やすくするために部品を取り除いた状態の図２におけるフィルタ部搬送ドラム
の動作システムの概略斜視図である。
【図５】図２におけるフィルタ部搬送ドラムの可動アセンブリの概略斜視図である。
【図６】図２におけるフィルタ部搬送ドラムの概略正面図である。
【図７】図２におけるフィルタ部搬送ドラムの一部の部分断面図である。
【図８】本発明に従ってなされたフィルタ部供給ドラムを特徴とする図１の製造装置の包
装ユニットの切断アセンブリの概略図である。
【図９】見やすくするために部品を取り除いた状態の図８の切断アセンブリの細部の概略
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１の符号１は、たばこの結合フィルタ２を製造する製造装置全体を示している。結合
フィルタ２は、包装材のシート５でチューブ状に巻かれ、接着剤で固定されるフィルタ部
の組３を備えている。
【００１３】
　製造装置１は、結合ユニット６、包装ユニット７および搬送ユニット９を備えている。
結合ユニット６はフィルタ部４の組３を形成し、そのフィルタ部４の組３は、軸方向に並
び、端部と端部が接触した３つの異なるフィルタ部４を備えている。包装ユニット７は、
フィルタ部４の一連の組３を結合ユニット６から受け取り、連続フィルタロッド（図示せ
ず）を形成するようにフィルタ部４の一連の組３に包装材のストリップ８を包装し、そし
て連続フィルタロッドを横方向に周期的に切断することにより連続フィルタロッドから結
合フィルタ２を切り分ける。搬送ユニット９は、結合ユニット６から包装ユニット７へフ
ィルタ部４の組３を搬送する。結合ユニット６では、フィルタ部４の組３が横方向に（す
なわち、それらの軸に垂直に）移動し、包装ユニット７では、フィルタ部４の組３は軸方
向に（すなわち、それらの軸に平行に）移動する。
【００１４】
　結合ユニット６はフレーム１０を備えている。フレーム１０は床に据えられ、構造的に
同一の３つの供給ステーション１１を支持している。また、供給ステーション１１は、組
３を形成するため、それぞれのフィルタ部４を供給している。それぞれの供給ステーショ
ン１１は、上部ホッパー１２、搬出ドラム１３、一連の３つの配列ドラム１６、挿入ドラ
ム１７および排出ドラム１８を備えている。上部ホッパー１２は最後の長さの倍の長さの
それぞれのフィルタ部４を大量に収納する。搬出ドラム１３は、ホッパー１２の底からフ
ィルタ部４を連続的に引き出し、それぞれの円形刃１５が嵌合された２つの切断ドラム１
４と協働して、横方向に必要な長さにフィルタ部４を切断する。一連の３つの配列ドラム
１６は、搬出ドラム１３から切断されたフィルタ部４を受け取り、配列する。挿入ドラム
１７は、前述の供給ステーション１１からフィルタ部４の組３を受け取り、あるいは、第
一供給ステーション１１の場合は、フィルタ部４の組３を作り、最後の配列ドラム１６か
ら受け取ったフィルタ部４をフィルタ部４のそれぞれの組３に挿入する。排出ドラム１８
は、挿入ドラム１７からフィルタ部４の組３を受けとり、それらを次の供給ステーション
１１に搬送し、または最後の供給ステーション１１の場合は搬送ユニット９に搬送する。
【００１５】
　包装ユニット７は２ラインタイプであり、フレーム１９を備えている。フレーム１９は
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床に据えられ、２本の平行溝を備える水平形成ビーム２０を支持している。それぞれの平
行溝の内側で、連続フィルタロッド（図８に示す）を形成するために、フィルタ部４の連
続する一連の組３のまわりに包装材のストリップ８が包装され、そして端部と端部を接触
させて、それぞれの縦軸に平行に移動するよう配置される。
【００１６】
　搬送ユニット９は欧州特許出願公開第１７８７５３４号明細書に記述されたタイプのも
のであり、そのデザインと操作の詳細な説明が参照される。
【００１７】
　搬送ユニット９は結合ユニット６のフレーム１０に取り付けられ、中心体２２を備える
搬送ドラム２１を備えている。中心体２２は連続的に水平回転軸２３のまわりを回転し、
複数の可動アセンブリ２４を支持している。それぞれの可動アセンブリ２４は、中心体２
２の円筒状側壁から放射状に突出しており、中心体２２に対して中心体２２が回転すると
同時に、中心体２２の回転軸２３に平行なそれぞれの回転軸２５のまわりを回転するよう
に中心体２２に取り付けられている。それぞれのアセンブリ２４は、２本の平行な吸引座
部２７（図５に示す）が装備された吸引ピックアップヘッド２６（図３～７に示す）を支
持している。吸引座部２７は、Ｕ字型の断面を有しており、搬出ステーションＳ１（図６
）で２つのリリースドラム２８ａおよび２８ｂからフィルタ部４の２つの組３を同時に引
き抜き、リリースステーションＳ２（図６）で形成ビーム２０の２つの溝にフィルタ部４
の２つの組３を同時に挿入する。言い換えれば、搬送ドラム２１のそれぞれの吸引ピック
アップヘッド２６の２つの吸引座部２７は、搬出ステーションＳ１で、リリースドラム２
８ａからフィルタ部４の１つの組３を、リリースドラム２８ｂからフィルタ部４の別の組
３を同時に受け取り、リリースステーションＳ２で形成ビーム２０の２つの溝にフィルタ
部４の２つの組３を同時に挿入する。
【００１８】
　２つのリリースドラム２８は、隣りあわせで、かつ平行になるよう調整され、中心体２
２の回転軸２３に垂直な、並行する水平回転軸２９のそれぞれのまわりを回転するよう据
えられている。そして、リリースドラム２８の回転軸２９に平行な回転軸のまわりをまわ
るように放射状アーム３０を有しており、フィルタ部４の組３の吸引座部のそれぞれに、
その端部において取り付けられている。
【００１９】
　搬送ユニット９は、結合ユニット６から来るフィルタ部４の組３の１つの流れを２つの
対称の流れに分割する分割アセンブリ３１を備えている。フィルタ部４の組３の２つの対
称の流れは２つのリリースドラム２８に供給され、これらのリリースドラムにより搬送ド
ラム２１に供給される。分割アセンブリ３１は、分割ドラム３２ａおよび分割ドラム３２
ｂを備えている。分割ドラム３２ａは、結合ユニット６から来るフィルタ部４の１つの流
れを受け取り、分割ドラム３２ａの上方に位置するリリースドラム２８ａにフィルタ部４
の第一の流れを供給する。分割ドラム３２ｂは、分割ドラム３２ａからフィルタ部４の第
二の流れを受け取り、分割ドラム３２ｂの上方に位置するリリースドラム２８ｂにその流
れを供給する。
【００２０】
　図６に示されるように、搬送ドラム２１は中央回転軸２３のまわりを連続的に（すなわ
ち、一定の速度で）回転する。したがって、搬送ドラム２１上のそれぞれの可動アセンブ
リ２４は、搬出ステーションＳ１からリリースステーションＳ２に伸びる（それに沿って
、それぞれの可動アセンブリ２４の吸引ピックアップヘッド２６がフィルタ部４の２つの
組３を運ぶ）アクティブ部Ｐ１、およびアクティブ部Ｐ１を補い、リリースステーション
Ｓ２から搬出ステーションＳ１に伸びる（それに沿っては、それぞれの可動アセンブリ２
４の吸引ピックアップヘッド２６はフィルタ部４の２つの組３を運ばない）パッシブ部Ｐ
２を有する円形路に沿って周期的に移動する。
【００２１】
　図４に示されるように、搬送ドラム２１はカム作動システム３３を備えている。カム作
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動システム３３は、回転軸２３のまわりにおける中心体２２の角度位置に応じて、回転軸
２５のまわりの可動アセンブリ２４の角度位置を制御する。さらに具体的には、作動シス
テム３３は、それぞれの可動アセンブリ２４の２つの吸引座部２７を形成ビーム２０によ
って定義される作業面と平行に保つため、中心体２２が１回転するうち、可動アセンブリ
２４が移動する円形路のアクティブ部Ｐ１に沿って、中心体２２の回転と反対方向にそれ
ぞれの可動アセンブリを回転させるだけである。一方、円形路のパッシブ部Ｐ２に沿って
は、作動システム３３は、それぞれの可動アセンブリ２４の２つの吸引座部２７を形成ビ
ーム２０によって定義される作動面と平行に保つことはなく、中心体２２の回転と同じ方
向に、円形路のパッシブ部Ｐ２の少なくとも一部に沿って、それぞれの可動アセンブリ２
４を回転させる。
【００２２】
　円形路のアクティブ部Ｐ１に沿って、それぞれの可動アセンブリ２４は、フィルタ部４
の組３の搬送を許容するように向きを合わせなければならず、したがって、それぞれの可
動アセンブリ２４の２つの吸引座部２７は、形成ビーム２０によって定義される作動面と
常時平行に保たれる。一方、円形路のパッシブ部Ｐ２に沿っては、それぞれの可動アセン
ブリ２４の向きはより制約されず、その向きは、ステーションＳ１およびステーションＳ
２におけるパッシブ部Ｐ２およびアクティブ部Ｐ１の間で途切れなく移行でき、それぞれ
の可動アセンブリ２４が別の可動アセンブリ２４や製造装置１の別の部品と機械的に干渉
しないように選択される。
【００２３】
　作動システム３３は、中心体２２の回転軸２３のまわりに伸びた２つの固定カム３４、
および、それぞれの可動アセンブリ２４について、可動アセンブリ２４に機械的に接続さ
れた２つのカムフォロワ３５（すなわち、カム３４に沿って転動するアイドルローラ）を
備えている。さらに具体的には、作動システム３３は、それぞれの可動アセンブリ２４に
ついて、中心体２２の内側に位置し、中心体２２に取り付けられ、可動アセンブリ２４の
回転軸２５に平行の回転軸のまわりを回転し、２つのカムフォロワ３５が転動するように
取り付けられる２つの端部を有し、そして、（２つのカムフォロワ３５と角度的に一体と
なっている）内側セクターギア３７を有するロッカーアーム３６を備えている。それぞれ
の可動アセンブリ２４について、作動システム３３は、可動アセンブリ２４と角度的に一
体となり（より具体的には、可動アセンブリ２４に一体化されている）、対応する内側セ
クターギア３７と噛み合う外側セクターギア３８をさらに備え、カム３４の変化する外形
によりそれぞれのロッカーアーム３６の回転は、可動アセンブリ２４に伝達される（すな
わち、２つのセクターギア３７および３８は、ロッカーアーム３６から可動アセンブリ２
４に回転を伝達する歯車駆動を作り出す）。図４に示された好ましい実施形態では、ロッ
カーアーム３６が、空間的理由で、中心体２２の２つの異なる面に交互に置かれている。
【００２４】
　図３および４に示されるように、それぞれの可動アセンブリ２４について、中心体２２
は、可動アセンブリ２４が回転用に取り付けられた放射状突起３９を備えている。図５に
示すように、それぞれの可動アセンブリ２４は、シャフト４０およびＵ字型の支持ブラケ
ット４１を備えている。シャフト４０は、２つのベアリングに介装されて、放射状突起３
９の内側に回転するように取り付けられている。また、支持ブラケット４１は、それぞれ
角度的にシャフト４０と一体となっている対向する２つの脚部４２を有し、さらに、脚部
４２を接続し、吸引ピックアップヘッド２６を支持する横材４３を有している。さらに具
体的には、吸引ピックアップヘッド２６は、別の種類に取り替える際に（すなわち、製造
装置１を異なるタイプの結合フィルタ２を製造するように設定するときに）すばやく取り
外し、取り替えることができるように、支持ブラケット４１の横材４３に２つのネジによ
り固定されている。図５に示されているように、それぞれの吸引ピックアップヘッド２６
はＬ字型をしており、支持ブラケット４１の横材４３に固定された壁４４、および壁４４
に垂直で、２つの吸引座部２７を支持している（あるいは中に２つの吸引座部２７が形成
されている）壁４５を有している。
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【００２５】
　それぞれの可動アセンブリ２４は、一端で支持ブラケット４１の脚部４２と一体となり
、他端で以下に述べる吸引源と接続可能な吸引管４６を備えている。チャネル４７は、吸
引管４６に取り付けられた脚部４２から出発し、脚部４２および横材４３を通して伸び、
吸引ピックアップヘッド２６を吸引管４６に接続している。そして、吸引ピックアップヘ
ッド２６は、２つの吸引座部２７をチャネル４７に接続する別の２つのチャネル４８を備
えている。
【００２６】
　図３および７に示されるように、搬送ドラム２１は、それぞれの吸引座部２７に吸引力
を加えるための吸引システム４９を備えている。吸引システム４９は、中心体２２に取り
付けられ、それぞれの可動アセンブリ２４について、内部に可動チャンバ５１を有してい
る可動リング５０を備えている。可動チャンバ５１は、他の可動アセンブリ２４の可動チ
ャンバ５１から孤立しており、一方側の外側開口部５３、および対応する可動アセンブリ
２４の吸引座部２７に接続された反対側の内側開口部５２を有している。言い換えると、
可動リング５０は、複数の可動チャンバ５１に内部で分割され、そして、それぞれの可動
チャンバ５１は、それぞれの可動アセンブリ２４と並んで（すなわち、関連して）位置し
ており、可動リング５０の内部で短い円弧に沿って伸びている（すなわち、別の可動アセ
ンブリ２４の可動チャンバ５１から孤立している）。それぞれの可動アセンブリ２４の吸
引管４６の一端は支持ブラケット４１の脚部４２と一体になっている（それで、対応する
チャネル４７の内側で開いている）が、それぞれの可動チャンバ５１と連通するために、
他端は、回転継手５４によって、中心体２２に取り付けられた可動リング５０に接続され
ている。言い換えると、それぞれの可動チャンバ５１と連通するために、それぞれの可動
アセンブリ２４の吸引管４６の一端は、それぞれの可動チャンバ５１の内側開口部５２に
おいて、可動リング５０に回転方式で取り付けられている。
【００２７】
　吸引システム４９は、可動リング５０と並び、同軸の固定された位置に配置された固定
リング５５も備えて、固定リング５５は、可動リング５０と滑り接触を形成している（す
なわち、中心体２２が回転するとき、可動リング５０は固定リング５５上をスライドする
）。実際には、固定リング５５は、公知の方式で公知の吸引源（図示せず）に接続可能な
吸入チャンバ５６を有し、対応する可動アセンブリ２４が円形路のアクティブ部Ｐ１に沿
って位置するときに、それぞれの可動チャンバ５１の外側開口部５３と連通する円弧状の
内側開口部５７を有している。言い換えると、固定吸入チャンバ５６の内側開口部５７は
、対応する可動アセンブリ２４が円形路のアクティブ部Ｐ１に沿って位置しているときだ
け、それぞれの可動チャンバ５１の外側開口部５３と連通する（すなわち、中に開く）よ
うに設計されている（すなわち、配置され、大きさにされている）。それゆえに、可動ア
センブリ２４が円形路のアクティブ部Ｐ１に沿って配置されているとき（すなわち、可動
アセンブリ２４の２つの吸引座部２７がフィルタ部４のそれぞれの組３を吸引によって保
持する必要があるとき）にだけ、それぞれの可動アセンブリ２４の可動チャンバ５１は固
定吸入チャンバ５６と連通する、すなわち吸引源と接続される。
【００２８】
　１つの実施形態において、固定リング５５は、実際に、固定リリースチャンバ５６も有
している。固定リリースチャンバ５６は、固定吸入チャンバ５６と相補的なものであり、
その外側または圧縮源に接続可能で、円弧状の独自の内側開口部５７を有している。この
内側開口部５７は、固定吸入チャンバ５６の内側開口部５７と相補的なものであり、対応
する可動アセンブリ２４が円形路のパッシブ部Ｐ２に沿って配置されているときに、それ
ぞれの可動チャンバ５１の外側開口部５３と連通する。それぞれの可動アセンブリ２４の
可動チャンバ５１は、それゆえに、可動アセンブリ２４が円形路のパッシブ部Ｐ２に沿っ
て位置しているとき（すなわち、可動アセンブリ２４の２つの吸引座部２７がフィルタ部
４のそれぞれの組３を吸引で保持する必要のないとき）にだけ、固定リリースチャンバ５
６と連通する、すなわち、吸引源には接続されない（そして、フィルタ部４のそれぞれの
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組３の開放を補助する圧縮源には接続されることがあり得る）。
【００２９】
　好ましい実施形態において、内側開口部５７の径方向に反対側のそれぞれの座部の中に
収納され、可動リング５０上でスライドする２つの環状シール５８で固定リング５５は取
り付けられる。
【００３０】
　上述され、製造装置１の搬送ユニット９の一部を形成する搬送ドラム２１は多くの利点
を有している。
【００３１】
　最初に、中心体２２の側壁近くに配置される吸引ピックアップヘッド２６に取り付けら
れた可動アセンブリ２４のおかげで、中心体２２の上の可動アセンブリ２４を支持してい
る放射状突起３９は短くて済み、安価かつ簡便に製造することができる。
【００３２】
　第二に、全体として、上述の搬送ドラム２１の可動アセンブリ２４はきわめて硬く、機
械的に強く、そして精密であるので、吸引ピックアップヘッド２６は、搬送ドラム２１の
回転による振動や変形による影響をほぼ受けない。
【００３３】
　最後に、上述の搬送ドラム２１において、それぞれの吸引ピックアップヘッド２６の空
気回路の短くて、高い「線形性」（すなわち曲がっていない）の経路という長所によって
、吸引ピックアップヘッド２６に吸引力が効果的に加えられ、それは、また、空気回路の
負荷損失および空気圧慣性を減少させる。
【００３４】
　図８および９に示すように、製造装置１の包装ユニット７は、形成ビーム２０から下流
に配置され、形成ビーム２０からの２本のフィルタロッド（図８では１つだけが示されて
いる）を周期的に横方向に切断することにより結合フィルタ２を切り分ける切断アセンブ
リ５９を備えている。
【００３５】
　切断アセンブリ５９は、切断ドラム６０および供給ドラム６２を備えている。切断ドラ
ム６０は中央回転軸のまわりに回転し、形成ビームから迅速に流れてくる両方のフィルタ
ロッドを切断するため、少なくとも１つの放射状刃６１を有している。供給ドラム６２は
、複数の供給ヘッド６３を装備し、供給ヘッド６３は、それぞれ、Ｕ字型の断面を有する
２つのブレードガイドシート２７を支持している。それぞれのブレードガイドシート２７
は、供給ドラム６２によって、対応するフィルタロッドとともにそしてフィルタロッドを
取り囲んで、与えられた距離を進み、そして、横断方向の貫通スリット６４（すなわち、
フィルタロッドの進行方向に対して横方向に）を有し、それを通じて切断工程において切
断ドラム６０の刃６１が動く。言い換えると、供給ドラム６２は、フィルタロッドととも
に、それぞれの供給ヘッド６３の２つのブレードガイドシート２７を与えられた距離だけ
進ませ、それにより、それぞれのブレードガイドシート２７は、それぞれのフィルタロッ
ドが切断ドラム６０の放射状刃６１によって横方向に切られるように、そのフィルタロッ
ドを取り囲んで、同時に動く。
【００３６】
　供給ヘッド６３を有する供給ドラム６２は、吸引ピックアップヘッド２６を有する搬送
ドラム２１と同一である。それは、搬送ドラム２１上の吸引ピックアップヘッド２６が供
給ドラム６２上の供給ヘッド６３に置き換えられている（すなわち、吸引ピックアップヘ
ッド２６と対称的に、可動アセンブリ２４が供給ヘッド６３に取り付けられている）とい
う実質的な差異があるだけであるが、機械的に、供給ドラム６２が搬送ドラム２１と実質
的に同一であることを意味している。また、供給ドラム６２上の供給ヘッド６３は通常は
吸引動作をせず、したがって供給ドラム６２は吸引システム４９を有していない。
【００３７】
　搬送ドラム２１に関して述べられたすべての利点は、それゆえに供給ドラム６２にもま
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た適用される。
【符号の説明】
【００３８】
　１　製造装置
　２　たばこの結合フィルター
　３　組
　４　フィルタ部
　５　シート
　６　結合ユニット
　７　包装ユニット
　８　ストリップ
　９　搬送ユニット
　１０　フレーム
　１１　供給ステーション
　１２　ホッパー
　１３　搬出ドラム
　１４　切断ドラム
　１５　円形刃
　１６　配列ドラム
　１７　挿入ドラム
　１８　排出ドラム
　１９　フレーム
　２０　水平形成ビーム
　２１　搬送ドラム
　２２　中心体
　２３　回転軸
　２４　可動アセンブリ
　２５　回転軸
　２６　吸引ピックアップヘッド
　２７　吸引座部
　２８、２８ａ、２８ｂ　リリースドラム
　２９　回転軸
　３０　放射状アーム
　３１　分割アセンブリ
　３２ａ、３２ｂ　分割ドラム
　３３　カム作動システム
　３４　カム
　３５　カムフォロワ
　３６　ロッカーアーム
　３７　内側セクターギア
　３８　外側セクターギア
　３９　放射状突起
　４０　シャフト
　４１　支持ブラケット
　４２　脚部
　４３　横材
　４４、４５　壁
　４６　吸引管
　４７、４８　チャネル
　４９　吸引システム
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　５０　可動リング
　５１　可動チャンバ
　５２　内側開口部
　５３　外側開口部
　５４　回転継手
　５５　固定リング
　５６　吸入チャンバ
　５７　内側開口部
　５８　環状シール
　５９　切断アセンブリ
　６０　切断ドラム
　６１　放射状刃
　６２　供給ドラム
　６３　供給ヘッド
　６４　貫通スリット
　Ｐ１　アクティブ部
　Ｐ２　パッシブ部
　Ｓ１　搬出ステーション
　Ｓ２　リリースステーション

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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